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香
北
町
韮
生
野

に

｢

香
美
市
韮
生

野
多
目
的
運
動
広

場｣

が
完
成
し
、

五
月
二
十
八
日
に

そ
の
落
成
を
祝
う

セ
レ
モ
ニ
ー
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

近
年
、
住
宅
や

住
民
が
増
加
し
て

い
る
中
で
、
子
ど

も
た
ち
に
と
っ
て

安
全
で
、
保
護
者

に
と
っ
て
も
安
心

し
て
子
ど
も
た
ち

を
遊
ば
せ
ら
れ
る

場
所
を
作
り
た
い

と
い
う
要
望
か
ら
、

地
域
と
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

重
ね
住
民
の
意
見
を
取
り
入
れ

た
広
場
が
市
に
よ
り
造
成
さ
れ

ま
し
た
。

当
日
は
地
区
の
住
民
な
ど
約

百
人
が
参
加
し
、
門
�
市
長
や

自
治
会
長
等
に
よ
る
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
や
香
北
町
手
づ
く
り
絵
本
サ
ー

ク
ル
に
よ
る
紙
芝
居
、
ま
た
参

加
者
の
手
に
よ
り
広
場
の
周
り

に
あ
る
花
壇
へ
パ
ン
ジ
ー
が
植

え
ら
れ
ま
し
た
。
セ
レ
モ
ニ
ー

の
最
後
に
は
餅
投
げ
が
行
わ
れ
、

広
場
の
落
成
を
祝
い
ま
し
た
。
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第
八
回
や
ま
び
こ
芸
能
祭

(

物
部
地
区
公
民
館
主
催)

が

六
月
四
日
、
奥
物
部
ふ
れ
あ
い

プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

芸
能
祭
は
、
子
ど
も
か
ら
お

年
寄
り
ま
で
楽
し
め
る
多
種
多

様
な
発
表
会
で
、
新
舞
踊
、
民

踊
、
詩
吟
、
歌
、
大
栃
保
育
園

児
の
歌
、
市
職
員
の
バ
ン
ド
演

奏
が
約
三
百
人
の
観
客
の
前
で

披
露
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今

年
は
初
め
て
大
栃
中
学
校
吹
奏

楽
部
、
物
部
社
交
ダ
ン
ス
サ
ー

ク
ル
も
参
加
し
、
大
い
に
盛
り

上
が
り
ま
し
た
。

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
 

六
月
の
環
境
月
間
行
事
の
一

つ
と
し
て

｢

第
三
十
四
回
土
佐

山
田
町
一
斉
清
掃｣

が
六
月
四

日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

早
朝
か
ら
住
民
ら
が
、
近
所

の
道
路
や
水
路
、
地
域
の
公
園

な
ど
を
清
掃
し
ま
し
た
。
自
治

会
で
用
意
し
た
車
の
ほ
か
、
市

内
の
建
設
会
社
か
ら
の
応
援
ダ

ン
プ
カ
ー
な
ど
に
よ
り
、
各
地

区
の
ご
み
や
ド
ロ
な
ど
が
処
分

場
に
運
搬
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

一
日
で
、
車
百
十
六
台
分
、
九

三
・
六
七
㌧
の
ご
み
が
処
分
場

に
持
ち
込
ま
れ
ま
し
た
。
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五
月
二
十
一
日
に
Ｊ
Ｒ
土
佐

山
田
駅
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃

が
行
わ
れ
二
十
八
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
は
、
土

佐
山
田
青
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー

ク
ル

『

や
い
ろ』

の
メ
ン
バ
ー

ら
が
中
心
と
な
り
、
ま
ち
の
美

化
と
清
掃
活
動
を
通
し
て
自
分

自
身
の
心
を
磨
く
こ
と
を
目
的

に
行
わ
れ
た
も
の
で
、
駅
の
ト

イ
レ
、
ホ
ー
ム
な
ど
を
入
念
に

清
掃
し
ま
し
た
。｢

社
会
貢
献

が
で
き
た
こ
と
が
大
変
う
れ
し

か
っ
た｣

な
ど
、
活
動
を
通
じ

て
清
々
し
い
気
持
ち
に
な
っ
た

参
加
者
の
声
が
聞
こ
え
て
い
ま

し
た
。
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パンジーも植えられ､ いろどりある広場に

日ごろの練習の成果を披露

駅ホームをすみずみまで清掃

▲

水
路
の
ご
み
も
取
り
除
き
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香
美
市
赤
十
字
奉
仕
団
土
佐

山
田
分
区(

西
村
享
子
分
団
長)

の
主
催
に
よ
る
、
マ
ッ
サ
ー
ジ

サ
ー
ビ
ス
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が

五
月
二
十
九
日
に
市
立
中
央
公

民
館
で
行
わ
れ
、
五
十
三
人
が

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ま
し
た
。

県
立
盲
学
校
の
生
徒
・
教
員

の
八
人
が
、
一
人
あ
た
り
約
三

十
分
か
け
て
入
念
に
マ
ッ
サ
ー

ジ
。
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る

参
加
者
の
表
情
も
気
持
ち
良
さ

そ
う
で
し
た
。
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文
部
科
学
省
は
、
子
ど
も
た

ち
の

｢

生
き
る
力｣

を
育
む
読

書
活
動
を
推
進
す
る
た
め
、
優

れ
た
実
践
を
行
っ
て
い
る
図
書

館
、
学
校
、
団
体
を
表
彰
し
て

い
ま
す
が
、
こ
の
た
び
、
市
立

図
書
館
香
北
分
館
の
活
動
が
評

価
さ
れ
大
臣
表
彰
を
受
賞
し
ま

し
た
。

香
北
分
館
で
は
、｢

図
書
館

だ
よ
り｣

に
よ
る
利
用
者
か
ら

の
本
の
紹
介
、
絵
本
の
読
み
聞

か
せ
、
夏
休
み
の
お
話
会
な
ど

熱
心
な
読
書
、
図
書
館
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
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図
書
館
香
北
分
館
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土
佐
山
田
町
中
野
の
時と

っ

光こ

石い
し

宮
で
六
月
十
日
、
時
の
記
念
日

に
ち
な
ん
だ
祭
典
が
開
か
れ
、

地
元
住
民
や
時
計
商
組
合
の
関

係
者
ら
約
六
十
人
が
参
列
し
ま

し
た
。

か
つ
て
野
中
兼
山
が
香
長
平

野
の
か
ん
が
い
事
業
に
着
手
し

た
際
に
日
時
計
を
作
り
、
ホ
ラ

貝
を
合
図
に
仕
事
を
進
め
た
と

い
う
歴
史
に
な
ら
い
、
定
刻
の

午
後
二
時
ち
ょ
う
ど
に
ホ
ラ
貝

を
吹
き
神
事
を
開
始
。
参
列
者

は
、
お
宮
の
す
ぐ
横
を
流
れ
る

舟
入
川
の
川
音
を
聞
き
な
が
ら
、

豊
か
な
水
と
恵
み
を
も
た
ら
し

て
い
る
兼
山
の
偉
業
に
感
謝
の

気
持
ち
を
こ
め
、
玉
ぐ
し
を
捧

げ
て
い
ま
し
た
。
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定刻の午後２時にホラ貝が吹き鳴らされた

◆
第
28
回
高
知
県
少
年
剣
道
錬

成
大
会

(

６
月
４
日
・
県
立
青

少
年
セ
ン
タ
ー)

[

個
人
戦
小
学
生
女
子
の
部]

優
勝
＝
田
中
佑
季

(

楠
目
小)

※
10
月
に
開
催
さ
れ
る
全
国
大

会
へ
出
場
が
決
定
。

[

団
体
戦

小
学
生
の
部]

準
優
勝
＝
山
田
少
年
剣
道
教
室

※
７
月
26
日
に
日
本
武
道
館
で

開
催
さ
れ
る
全
国
大
会
へ
出
場

が
決
定
。

平
成
十
四
年
度
か
ら
モ
ン
ゴ

ル
か
ら
の
留
学
生
を
受
け
入
れ

て
い
る
香
北
中
学
校
に
、
今
年

も
三
人
の
留
学
生
が
や
っ
て
き

ま
し
た
。

五
月
十
四
日
に
来
日
し
た
バ
ー

サ
ン
君
、
ガ
ン
ボ
ル
ト
君
、
バ

ヤ
ル
ボ
ル
ド
君
の
三
人
の
留
学

生
は
、
モ
ン
ゴ
ル
で
四
年
以
上

勉
強
し
て
い
る
日
本
語
で
、
日

常
会
話
も
で
き
、
新
し
く
で
き

た
同
校
の
友
達
と
一
緒
に
、
通

常
の
授
業
の
ほ
か
、
田
植
え
や

日
本
料
理
の
実
習
な
ど
の
体
験

学
習
、
香
北
町
内
で
の
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
を
通
じ
て
、
日
本
に
つ

い
て
学
ん
で
い
ま
す
。

｢

モ
ン
ゴ
ル
の
学
校
に
は
な

い
プ
ー
ル
の
授
業
が
一
番
楽
し

い｣

と
話
す
三
人
の
留
学
は
、一

学
期
が
終
わ
る
七
月
二
十
日
ま

で
で
す
が
、｢

毎
日
が
楽
し
く
、

あ
っ
と
い
う
間
に
過
ぎ
て
い
く

感
じ｣

と
充
実
し
た
留
学
生
活

を
過
ご
し
て
い
る
よ
う
で
し
た
。
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▲

モ
ン
ゴ
ル
の
民
族
衣
装
�
デ
ー
ル
�

を
着
て
出
迎
え
て
く
れ
ま
し
た

▲

入
念
に
マ
ッ
サ
ー
ジ




